
2005年出上の木簡
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地
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崎
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２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
四
次
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査
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〇
五
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１７
）
六
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
延
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
尾
方
農

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世
～
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

延
岡
城
は
、
延
岡
市
の
中
心
部
に
あ
る
標
高
約
五
三
ｍ
の
独
立
丘
陵
に
築
か

れ
て
い
る
。
五
ヶ
瀬
川
、
大
瀬
川
と
い
う
大
き
な
川
に
挟
ま
れ
た
中
洲
に
位
置

し
、
そ
の
二
つ
の
川
を
外
堀
と

し
た
天
然
の
要
害
地
で
あ
る
。

丘
陵
裾
に
内
堀
を
め
ぐ
ら
せ
、

丘
陵
に
石
垣
を
築
き
、
本
九

・

ニ
ノ
九

・
三
ノ
丸
の
三
区
か
ら

な
る
本
城
と
、
本
城
の
西
に
築

か
れ
た
西
ノ
丸
の
二
郭
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
本
城

は
城
山
公
園
と
呼
ば
れ
、
市
の

中
心
部
に
緑
あ
る
憩
い
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
西
ノ
九
跡
に
は
、
延
岡
藩
最

後
の
藩
主
内
藤
家
よ
り
土
地
の
寄
贈
を
受
け
て
内
藤
記
念
館
が
建
て
ら
れ
、
現

在
は
歴
史
資
料
館
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
、
都
市
景
観
形
成
モ
デ
ル
事
業
に
か
か
る
城
山
公
園
整
備
事
業

に
伴
い
、　
一
九
九
二
年
よ
り
始
ま
っ
た
。　
一
九
九
三
年
に
は
発
掘
調
査
の
成
果

に
基
づ
き
北
大
手
門
の
整
備
を
行
な
い
、　
一
九
九
七
年
に
は

「廷
岡
城
跡
保
存

整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
史
跡
の
保
存

・
活
用
に
主
眼
を
置
い
た
公
園
整

備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
、
現
存
す
る
絵
図
な
ど
か
ら
内
堀
と
推
定
さ
れ
る
場
所
を

対
象
と
し
、
ト
レ
ン
チ
を
三
カ
所
に
設
定
し
た
。
調
査
の
結
果
、
東
西
方
向
に

延
び
る
堀
の
南
壁
を
検
出
し
た
が
、
北
壁
は
検
出
で
き
ず
、
内
堀
の
全
容
解
明

は
次
年
度
の
調
査
結
果
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

木
簡
は
堀
の
埋
土
よ
り
二
点
出
土
し
た
。
①
は
ト
レ
ン
チ
一
よ
り
出
土
し
た

が
、
崩
土
が
ひ
ど
く
、
調
査
を
断
念
し
た
た
め
、
出
土
層
位
は
確
定
で
き
な
い
。

②
は
ト
レ
ン
チ
三
の
出
上
で
、
出
土
層
は
近
代
の
埋
土
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「日
州
延
岡

近
藤
惣
兵
衛
様書
状
添

ｏ
「
日
州
延
岡
　
　
　
大
坂

近
藤
惣
兵
衛
様
　
　
津
田
休
兵
衛

書
状
添
　
　
　
　
　
　
」

大
坂津
田
休
兵
衛

Ｐ
∞
ω
×

い
い
×

『
　

ｏ
Ｐ
岸

(廷 岡)



②
　
。
「宇
納
間
村
　
け
さ
谷
く
み

米
二
斗
入
　
　
　
沖
蔵

」

Ｌ
宇
納
間
村
け
さ
谷く
み
　
　
」

①
は
ス
ギ
の
板
目
材
を
使
用
し
て
い
る
。
廷
岡
落
内
藤
家
の
大
坂
蔵
元
を
務

め
る
津
田
休
兵
衛
か
ら
、
近
藤
惣
兵
衛
宛
に
送
ら
れ
た
荷
に
付
け
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
近
藤
家
は
代
々
、
惣
兵
衛
を
名
乗
る
有
力

家
臣
で
、
家
老
を
務
め
る
家
柄
で
あ
っ
た
が
、
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
七
月

に
家
老
を
罷
免
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
そ
の
後
も
有
力
家
臣
と
し
て
落
政
を
支

え
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、
こ
の
木
簡
に
み
え
る
惣
兵
衛
が
い
つ
の
頃
の
惣
兵

衛
か
は
不
明
で
あ
る
。
加
速
器
質
量
分
析
法
に
よ
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
で

は
、　
三
ハ
入
○
～

一
七
三
〇
年
、　
一
人

一
〇
～

一
九
五
〇
年
の
所
見
が
出
て
い

Ｚや
。②

も
ス
ギ
材
を
使
用
し
て
い
る
。
宇
納
間
村
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
廷
岡

藩
領
で
、
実
高
六
三
二
石
五
斗

一
升
三
合
七
才
と
、
新
田
高
五
六
石
五
斗
四
合

の
村
。
「け
さ
谷
」
と
い
う
小
字
が
現
在
の
ど
こ
に
あ
た
る
か
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。
「沖
蔵
」
は
、
幕
末
か
ら
維
新
期
に
か
け
て
の
宇
納
間
村

『年
貢

帳
』
に
黒
木
沖
蔵
の
記
載
が
あ
り
、
同

一
人
物
の
可
能
性
が
高
い
。（尾

方
農
一
）
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